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「介護分野における外国人人材の活躍」 

 

私は、一般社団法人全国介護事業者連盟三重県支部 堀博人です。 

県内にもいくつか介護分野の団体はございますが、当団体はその一つです。 

（介護事業者連盟に関しては別紙「介事連資料2-1～5」をご参照ください。） 

今回、三重県支部において、私が代表を務める会社に加えまして外国人雇用に積極的

な法人に来ていただきましたので、ご紹介します。 

 

社会福祉法人むつみ福祉会 理事長 堀博人 

拠点・・・松阪市 四日市市 明和町 

現在、グループ関連事業含めて、１４名の外国人を雇用されています。 

内訳） 

ベトナム人３名（特定技能・介護） 

・・技能実習から特定技能へ変更２名 国内転職募集・転職１名 

（福井県の繊維工場から四日市市介護へ転職） 

ミャンマー人４名（技能実習・介護） 

・・ミャンマーより直接入国 

ミャンマー人５名（特定技能・介護） 

・・技能実習から特定技能へ変更２名、ミャンマーより直接入国３名 

フィリピン人２名（特定技能・介護） 

・・フィリピンより直接入国 

 

社会福祉法人長茂会 本部長 石塚昇二 理事施設長 加田慎二 

拠点・・・尾鷲市 紀北町  

現在、この法人では、３３名の外国人を雇用されています  

内訳） 

ミャンマー人１７名（技能実習・介護） 

・・ミャンマーより直接入国 

ミャンマー人１０名（特定技能・介護） 

・・ミャンマーより直接入国 

ベトナム人６名（特定技能・介護） 

・・ベトナムから直接入国４名、国内転職募集・転職２名 

（鳥取県介護→尾鷲市へ１名、いなべ市トヨタ関連部品工場から尾鷲市へ１名） 

 

委員会での主たる説明及び質疑事項については、同行した３名より、各自回答させて

頂きます。 
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・ 県内介護事業者における外国人材の雇用状況とその活躍について（本資料） 

・ 外国人材を介護職員として採用することに係る現状と課題（人材確保に係る経費

の増加、人件費の高騰、有料職業紹介事業の適正化等）について 

・ 外国人材を介護職員として採用するための取組や働きやすい職場環境づくり（給

与や労働条件、労働時間、日本語教育、キャリアパスやスキルアップの機会の提供

等）について 

・ 外国人介護人材の採用や日本語教育等において介護事業者が（各方面から）得ら

れる支援の概要について  

・ 国の外国人介護人材受入れ制度や県の支援制度と介護現場とのギャップについ

て（あれば） 

・ 行政への要望について  

・ その他これに関連する事項について  

 

以 上 



技能実習生・介護　及び　特定技能・介護 制度の違い

＊この説明では、留学生→介護福祉士として、高度人材として採用のケースは除く

2️⃣海外から直接呼び、日本で育てる 1️⃣日本に既に住んでいる（採用に時間がかからない）

（採用に時間を要す、８ヶ月～１０ヶ月） 2️⃣海外から直接呼び、日本で育てる（採用に時間を要す、5ヶ月）

ミャンマー ミャンマー

ベトナム ベトナム

〇3年、転職しない契約 インドネシア 〇転職可能・・・最大のリスク インドネシア

〇ボーナスあっても、なくてもよい フィリピン 〇ボーナス必要　日本人と同等以上 フィリピン

〇募集してから、約10カ月で着任 中国 〇早ければ、募集して2カ月弱で着任 中国

（外国で勉強させてから、入国） （日本国内で募集する、転職者）

（入国後、日本語講習１ヶ月あり） （海外から直接入国増加・・問題点あり）

〇費用 初期費用　50万強 〇費用 初期費用10万弱　手続き費

毎月　38000円程度の監理料 毎月　27500円程度の支援料

●３年+２年 ●５年

真っ白な状況で働きに来る いろんなことに慣れてきている

従来の制度 新しい制度

注：育成就労制度へ変更、決定　２年で転職可能 技能実習生３年満了後、特定技能へ変更する人が多い

少し違う　↓

座学含めて、介護の基礎を学んでやってくる 簡単な試験をパスしてるだけで、即戦力ではない

日本語が少し、上手な状況 国内転職組は、日本語はかなり上手

他の職種（外食や工場等との違い　キャリアパス構築済み） 　→　ほぼ永住に近い

目標・・・介護福祉士　を取らせる　 目標・・・介護福祉士　を取らせる　 在留資格「介護」取得できる

資料　１

夜勤〇　説明要 夜勤〇　説明要

技能実習生 人材 特定技能　人材
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